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日 時：平成 3 0 年 10 月 6 日（土） 12：30～受付開始
場 所：国立病院機構西新潟中央病院

研修棟 ２ 階 研 修 室
会 長：菅 孝 （西新潟中央病院）

日 程
1．受付 12：30～（研修棟 2 F 研修室入口にて）

2．研修会 13：00～15：15
講演Ⅰ 『 法改正後の検査室の運用について

ーISOに準じた運用ー（仮） 』
新潟病院 臨床検査技師長 岡村 治 先生

（休憩 14：10～14：15）
講演Ⅱ 『 伝達事項ならびに会員の皆様に向けて 』

関東信越グループ医療担当 臨床検査専門職
北沢 敏男 先生

3．定期総会 15：20～16：10

4．懇親会 17：00～19：00 （送迎バス 病院前16：30発）



会 場 海鮮屋『葱ぼうず』

新潟市中央区笹口1-10-1

025-240-6363

参加費 会員 ￥ 5，000円

非会員 ￥ 5，500円



中越沖地震エコノミークラス症候群予防検診が行
われてから10年以上経過し、今回はその膨大な

データの中の一部について発表させて頂きました。
久しぶりの学会発表で緊張しましたが、皆さまの
おかげで無事に終わりほっとしております。 新潟病院 玉井 真紀







エコノミークラス症候群予防検診に向けた
人材育成の取り組み

＜はじめに＞
新潟県は2004年10月23日に発生した中越地震、2007年7月16日の中越

沖地震により被災した。中越地震直後から被災地において下肢静脈エ
コー検査が開始され、1年後に「エコノミークラス症候群予防検診支援会」
が発足、被災住民のフォローアップ検診を13年余り実施してきた。

下肢静脈エコー検査をはじめ採血、血液検査等で県内外の多くの臨床検
査技師が検診に携わってきたが、ボランティア参加であり特にエコー検査
が施行可能な技師を集めることが困難な状況にある。

そこで、国立病院臨床検査技師協会新潟地区会（以下、当会）は、被災
地でのさらなる検診への協力と何時発生するか予想がつかない災害に
備え、より多くの技師が下肢静脈エコー検査で血栓を検索できることを目
的に人材育成の取り組みを行ったので報告する。
＜取り組み内容＞
当会と国立病院臨床検査技師長協議会新潟地区会が協議し、県内3施
設で各1名の担当者を選出、下肢静脈エコー検査マニュアルの作成およ
び各施設での実技講習会を実施し、2017年12月の小千谷市での検診へ
参加して下肢静脈エコー検査を施行することを目標とした。
＜結果とまとめ＞

統一的なマニュアルを作成して実技講習会を実施したことにより、新たに
数名の技師がエコノミークラス症候群予防検診へ参加し下肢静脈エコー
検査を施行することができた。今回はエコー経験者の指導の下、共に検
査を行ったが、今後も施設間の情報交換や定期的に実技講習会を実施
することで知識・技術を向上させ、一人でも多くの臨床検査技師が将来起
こりうる災害に向けて活動できるように人材育成への取り組みを継続して
いく必要があると考える。

西新潟中央病院 土田 昌美



免疫関連有害事象（irAE）の取り組みと今後の対応

国立病院機構西新潟中央病院 臨床検査科
古江裕志 山崎茂樹 高橋美保 藤田薫 土屋邦子 高橋直也
中野里美 保田剛史 霜田由美子 土田昌美 森田千穂 加藤輝
山本直樹 菅 孝 増田浩

【はじめに】
免疫チェックポイント阻害薬immnune checkpoint inhibitor（ICI）は，多くの

腫瘍に対する治療に広く使用されるようになってきている．特に非小細胞
肺癌治療においては化学療法，分子標的療法，放射線療法に加え，標
準治療として行われている．しかし，その作用機序から自己免疫疾患類
似の副作用報告もされている．当院でも非小細胞肺癌治療にICIが用いら

れており，臨床検査データから副作用について調査を行ったので報告す
る．
【対象と方法】
当院でPD-L1 22C3免疫染色を施行した63症例のうち、陽性となった21症
例中、ICI治療が行われている9症例を対象とし，臨床検査項目と検査
データについて検討を行った．
【結果】

臨床検査として，一般的な生化学検査，血糖値，甲状腺機能検査，腫瘍
マーカー，間質性肺炎マーカー，尿検査などが行われていたが，治療前
と治療開始からの項目について統一されていない症例が見られた．また，
検査データとしては治療前と比較して臨床的に意義のあるデータの変動
は見られなかった．
【考察】
ICI治療においては化学療法でみられる様な有害事象は少ないとされて

いる。今回の検討でも検査データからは重篤な有害事象を疑わせる症例
はみられず，副作用管理が適正に行われていることが推察された．しか
し，検査項目にバラツキがみられ，ICI治療の臨床検査については一定の

管理がされていないことが示唆された．がん専門施設などでは臨床検査
技師を含む多職種チーム医療も行われている．当検査室も臨床の一翼
を担えるような体制づくりをする必要性があると考えられた．



今後の活動計画

・10月6日 第38回 新潟地区会定期総会・研修会

・2019年1月第85号 朱鷺っと発行予定

編集後記
急な寒さに体が追い付かない毎日です。

今回も無事会報を作り終えることがで
きホッとしています。何度作成してもな
れないものです・・・

期日の短い中、原稿作成に協力してく
ださった皆様にこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
R.K.


